
【趣旨】

本共同研究では、世界各地のみやげも
のとそれらをとりまく社会的な状況を比
較し、みやげものに込められた多様な
価値の源泉と、それらが観光の文脈に
おいてどのように変容し、せめぎあって
きたのかを検討する。

対象地域は、日本、モンゴル、中国、台
湾、ケニアの5カ国である。みやげもの
と観光を巡る国家政策、民族文化、地
域ブランドの3つの切り口から議論をお
こなう。
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伝統文化とグローバルな観光現象のせめぎあい
～みやげものを巡る政治・文化・ものがたり～
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